がった 自由な 自然観が 流露して いる。 「青葉に なリゅ 

くまで、 よろ づ にた y 心 をの みぞな やます」 というよ 

うな 文句で も、 国語の 先生の 講義で はとても 述べられ 

ない 俳諧が ある。 同じ こと を 云った 人が 以前に 何人 あ 

ろうが そんな こと は 問題に ならない。 この 文句が 『徒 

然草』 の 中の この 場所に あって 始めて 生きて、 そうし 

て 俳諧と なる ので ある。 ここで 自分の いわゆる 俳諧 は 

心の 自由、 眼の 自由によ つての み 得られる ものな ので 

ある。 

兼 好 はこの 書の 中で 色々 の 場所で 心の 自由 を 説いて 

ほうねんし ようにん 

いる。 例えば 第三 十九 段で 法然 上人が 人から 念仏の 



このような 思想 はまた 一 面に おいて 必然的に 仏教の 

無常観と 結合して いる。 これ は 著者が 晚 年に 僧侶に 

なった ためば かりで なく 大体に は 古くから その 時代に 

伝わった もの を そのままに 継承した に過ぎない であろ 

とんせい 

う。 とにかく 全巻 を 通じて 無常 を 説き 遁世 をす すめ 

しよ-つじ 

生死の 一 大事 を 覚悟す べしと 説いた ものが 甚だ 多い。 

このような 消極的な 思 想 は 現代の 青年な どに はおよ そ 

縁の 無い ものの ように も 思われる が、 しかしよ く 読ん 

でみ ると 必ずしも そうでない ようで ある。 昭和の 今日 

でも 道 を 求め 真 を 索ね る ものの 修業の 道 は 本質的に は 

昔の 仏道 修業 者の 道と それほど ちがった もので はない 



平凡 事 を 忘れて いるた めに 大きな 損 をして いる 人 は 現 

在の 世間に でも 存外 多い らしい。 

第 百 九十 三 段 「くらき 人の、 人 を はかりて、 その 智 

を 知れり と 思 はん、 更に あたるべからず、 云々」 の条 

など 現代の 諸 専門 学者の 坐右銘 になる。 ある 一 つの 狭 

い 専門の 領域 内で ほんの 少しば かり 得る ところが 出来 

ると、 もうす つかり 思い上がって、 冷静な 第三者から 

見れば その 人と は 到底 比較に ならぬ ほど 優れた 他の 学 

者の ほんの 少しの 知識の 不足 を 偶然に 発見で もす ると、 

それだけ でもう 自分が その 相手に 比して 全般的に 優る 

とうと 1 つ 

と 思 つ たりす るの は滔々 として 天下の 虱 をな して いる。 



また 一 方で は (第 百 七 段) ありた けの 女性の あら を 書 

き 並べて 痛快に こき 下ろして いるので ある。 一種の 弁 

証 法 を 用いた のであろう。 

色 を 説いた 著者 はまた 第一 一 百 十七 段で 蓄財 者の 心理 

を 記述し これに 対する 短評 を 試みて いる。 引用され た 

大福 長者の 言葉 は 現代の 百万長者 でもお そらく 云う こ 

とで あろうし、 金 持に なりたい 人々 の 参考すべき 「何 

おしきりち よ-つ 

とか 押切 帖」 の 類で あろうが、 また これに 対する 著者 

あんじん リ ゆうめい 

の 評 は、 金の たまらぬ 人間の 安心立命の 考え方 を 示 

す ものである。 

酒 飲む 人の だら しのな さ を 描いた 第 百 七十 五段 も 面 



白い。 六 百年 昔の 酒飲み も 今日の 呑んだ くれと よく 似 

ている。 それで 絶対に 禁酒 を 強調す るかと 思って いる 

と、 「おの づ から 捨てが たき 折 も あるべし」 などと そろ 

そろ 酒の 功 能 を 並べて いるの もや はり 「科学的」 なと 

ころが ある。 

す ころく 

勝負事 を 否定す る (第 百 十 一 段) かと 思う と、 双六 

の 上手の 言葉 を 引いて (第 百 十 段) 修身 治国の 道 を 説 

いたり、 ばくち 打の 秘訣 (第 百 二十 六 段) を 引いて 物 

しおどき 

事に は 機会と 汐時を 見るべき を 教えて いる。 この 他に 

かけごと 

も 賭事 や 勝負に 関する 記事の あると ころ を 見る と 著者 

自身 かなりの 体験が あった ことが 想像され て 面白い。 



し ゆ くが わら がしゅ うむ ざん 

宿 河原の ぼろぼろの 仇 討 決闘の 話で も、 我執 無慙を 

非難す ると 同時に また 「死 を 軽く して、 少しもな づま 

ざる かたのい さぎよ さ」 を讃 えてい る。 

これらの 著者の 態度 は 一 方から 云えば 不徹底で 生 煮 

えの ようで も あるが、 ものの 両面 を 認識して 全体 を 把 

握し、 しかもす ベての 人間 現象 を 事実と して 肯定した 

上で、 可と 不可と に対する 考え をき めようと している 

らしく 思われる。 ， J の 点が ど こか 吾々 科学者 の 心掛け 

る ものの 見方に 類す ると ころが あるよう に 思われる の 

である。 

以上 述べ たような 項目の 外に 著しく 多数に 散在して 



あろう。 

しんげん 

第 八十 段に ディレッタンティズム に対する 箴言が あ 

る。 「人 ごとに、 我が身に うとき 事 をの みぞ このめる」 

云々 の条 は、 まことに 自分の ような 浮気 ものへの よい 

いまし 

誡 めであって、 これ は 相当に 耳が 痛い。 この 愚かな 

身の程 を わきまえぬ 一 篇の 偶感 録 もこの くらいに して 

差 控える ベ きであろう。 

ある 日の 午前に 日 比 谷 近く 帝国 ホテルの 窓 下 を 通つ 

た 物売り の 呼び声が、 丁度 偶然 そ のとき そ- J に 泊り 合 

わせて いた 楽聖 クラ イスラ— の 作曲の テ— マに なった 

という 話が あつたよう である。 自分の 怪しう 物狂おし 



いこの 一 篇の 放言が もしゃ それと 似た ような 役に立つ 

せんじょ う 

こ ともあれば、 それによ つて 幾分 か 僭上の 罪が 償わ 

れる こと もあろう かと 思 つ た 次第で ある。 

(昭和 九 年 一 月 『文学』) 
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